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（1）はじめに
句読点の中でも、単に３点とも３点リーダーとも呼ばれるつなぎ符号ほど便利だが厄介な記号はない。
ブラックホールさながら、すべてを飲み込み自己主張することもない。そんなこともあって、それが文末
に打ってあっても、無頓着に通り過ぎて読み飛ばしていく人もいる。それを使う人も同じで、自分の想い
にすがって打ったり、あるいは、生理にあった自然なリズムで使ったりして、なんの疑問を持たない人も
多い。
しかし、詩人や小説家にとっては気になる符号らしく、人によって好き嫌いが極端に分かれ、中には憎
悪に近い感情をもって毛嫌いしている人もいる。例えば、詩人ポール・クローデルなどもこのようなひと
りといえる。1）　
しかし、この符号、孤児でもなければ、棄て子でもない。過去には、点の数さえ定まらずに揺れていた
時代もあったが、その後少しずつ収まってきて、現代では、ほぼ点数論争もなくなり、２つか、４つかで
はなく、ほぼ３つの点で慣用化され収まったようである。もっとも、横書きする欧文と、縦書きの日本文
とでは扱いが違うので打ち方が違う。ちなみに、表記の仕方であるが、日本語のような縦書きは、２枡を
使い、１枡に３点、したがって６つの点が縦に並ぶといった書き方なので、視覚的には欧文とは大いに異
なるところである。それでも、今でもまだ点の数にこだわり、3 点リーダーを使わず 2 点リーダーで押し
通している人もいる。ということは、まだまだこの符号に愛着を持つ人がいると思わざるを得ない。今は
なき、フランソワーズ・サガンは自作を出版するに当たり、タイトルについている３つの点が気に入らず、
２点に修正してくれるように依頼している。これらのエピソードはみな『フランス語句読法概論』（以下、
『概論』と略）の中に出てくるものである。2）
この符号の故事来歴はこの著書やその他の辞書に譲るとして、今から、小論のテーマに入ることにした
い。その主なものは、なぜ、サン＝テグジュペリは『星の王子さま』でかくも３点リーダーを多用したの
か。また、その用法の具体的ニュアンスはどうなのか。そして、章の最後の文がこれで終わっているのは
どうしてなのか、これには何か意味があるのか、等について、多少の推測と仮説にもとづいて論じること
にしたい。
とはいえ、これだけ述べただけでも 3 点リーダーがどれほど扱いづらいか分かろうというもの。では、
なぜ扱いづらいのか、それはひとつには、この符号が「沈黙の雄弁」といわれるように、情緒性が高く言
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語を超えていることに由来しているからである。ポール・クローデルが言っているように、「１つの点は、
すべてを語っているが、３つの点は、すべてを語っていない」、3）つまり、平たく言えば、ひとつの点で
あるピリオドは、内容的にそれで完結していて、その意味では、以下でもなければ以上でもないのに対し
て、３つの点は、内容が完結しておらず、その後に開かれていて、その意味では以下でもあれば以上でも
あるということである。つまり、この符号が無限定で、とりとめもない記号であるということからその取
り扱いづらさが指摘されているのである。しかし、棄てる神あれば拾う神ありで、この符号に関して言え
ば、拾う神になったのが、たまたま『星の王子さま』の作者だったということであろう。そのように読み
込まなければ、『星の王子さま』のような短い物語に、226 もの３点リーダーを打ち込む理由が見つから
ないからである。世間ではマイナス評価を受けている３点リーダーをプラスに転じてみた、作者のそうい
った精神がこの物語にも見られ、それがどれほどのものかを知るために、具体的に論じていくことにした
のである。
そこで小論では、この符号に関して、作者がそれだけ多くを現に使っているという事実をふまえ、この
符号が作者にそれだけ愛されていたことを確認し、彼がこの符号をどのように使っているかを知るために、
まず、『概論』で主たる用法に分類されているような一般的用法を取り上げ、それに作者がどんなメッセ
ージを盛り込んでいるのか見ておくことから始めていきたい。
とはいえ、作者サン＝テグジュペリの句読法は慎重で、この符号に関しても、ただ感性の赴くまま呼吸
に従って句読点を打っていたわけではないことは推測できる。たしかに、この符号について作者の自説は
知らないが、例えば、カンマに関してなら、１章の冒頭部分の文章に関して 3 ヵ所にカンマを打ち直している。4）
もちろん、これだけで作者の句読法への関心が高かったと断定することはできない。だから、カンマに関
してはそうであっても、この微妙な 3 点リーダーに対して作者がどんな考えで使っていたのか知るすべ
はない。そこで、そう断った上で、この符号を彼がどう考えていたのかを割り出す作業の一環として、ま
ず初めに、この作品の中でもよく使われ、しかも、『概論』でも主要な用法として扱われているものを中
心に論じることにした。
ただし、それを始める前に、導入として、サン＝テグジュペリの３点リーダーの句読法に触れ、この符
号の特性を、つまり曖昧さを確認することから始めたい。それは、この物語の２章にある、砂漠における
王子の第一声のなかで使われている３点リーダーのことである。
この王子の登場のシーンはよく知られていて、ある年齢以上の人ならば内藤濯先生の「名訳」で覚えて
いるはずである。あの立派なガウンに身を包んだ王子の姿、声の質こそ分からないが、低い小さなかわい
い声で、疲れて寝ている「わたし」にこういって現れるのである。
« S’il vous plaît... dessine-moi un mouton! »5）
「ね ... ヒツジの絵をかいて！」
これが王子の第一声であるが、最初の「ね ...」は、一般的には「お願いします ...」という依頼の言葉に
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なる。しかし、この言葉に付けられている３点リーダーは、どんなに言葉を重ねても余りあるもので、雄
弁な符号なのである。だから、この読み取りに関しては十人十色、いろいろな読み取りが可能である。単
純にとればまことに分かりやすい。「わたし」に「ね ...」と呼びかけておいてちょっと間をおく、その時
間を示しているのである。単なる息継ぎ、次の言葉のつなぎとして使われている記号なので、なんら難し
いところはない、つまり、日常会話での時間の流れを記号化したもので、いわば、間（ま）といったとこ
ろである。一方、同じ文でも、ここに思い入れのある人は、作者の少年時代にさかのぼって考え、礼儀作
法にうるさい王子さまが気兼ねをしながら、つまり砂の上でぐっすり寝入っている大人の人に、藪から棒
に声をかけていいものかどうか思案のあげく、勇気をだして「わたし」に声をかけたのだと。だからこの
３点リーダーは躊躇を表していると。このようにこの符号は、読む人の考えや立場によって持つ意味が違
ってくるといえる。では、どう解読するのが正しいのか、そう考えても、これだ、と断定できる根拠が見
つからない。根拠が見つからない以上その解釈は恣意的といわざるをえない。
（2）３つの点の主な用法
3 点リーダーの用法および、サン＝テグジュペリの句読法の一端に触れた後は、いよいよ一般的な用法
に移るが、定義できないのがこの符号の価値だ、といったところで始まらない。それならば、比較的言語
化しやすくよく使われている用法を中心に論じていくことにしよう。つまり、特殊なものや難解なものは
後回しにして、取りあえず一般的な、この作品においてもよく使われているものを中心に論じていくこと
にする。
そこで、最初に取り上げるのは、内容が登場人物の心理に無関係に使用されている例である。もちろん、
こういった物理現象を扱った例は、この物語では他にないので特殊といえば特殊かもしれないが、物理現
象ゆえ、きわめて客観性が高く、それゆえ誤解のしようがない用法になっている。その場面は、王子が、
６つの星を巡り終え、地理学者に勧められて地球にやってくるが、そこでの谺
こだま
との出会いの場面で使われ
ている。そこでは、反響する谺のだんだん小さくなっていく時間を 3 点リーダーが表している。
「こんにちは」王子は挨拶した。すると、谺が答えた。
「こんにちは ...　こんにちは ... こんにちは ...」6）
まったく説明の要らない３点リーダーの用法である。それは、この符号が関係しているのが人間関係な
どの精神現象ではなく、あくまでも物理現象だからに他ならない。こういった時間を点によって表せるの
もこの符号の重要な点なのである。
次に取り上げるのが、いわゆる 3 点リーダーの用法としては最もよく使われる例である。それは、こ
の用法がはっきりしているからだけではなく便利だからである。つまり、ある語、ある事柄を省略するこ
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とによって効果を挙げる用法である、ここでは、そんな中でも、誤解されることの少ないと思われる簡単
な例を 2 つあげておくことにする。ただし、省略でもニュアンスに差があるが、同一人物の発言の中に
出てくるので合わせて引用し論じておく。この用法に関しては『概論』では 3 番目に取り上げられ「列
挙するものがずっと続き、それらのものが読み手に推測可能なものを省略するための符号」7）と説明され、
比較対象として数学用語の  « n » や、われわれになじみの深い  « etc » があげられている。さしずめ、日本
語なら「等々」に相当すると考えていいだろう。この用法は『概論』にも分類され、用例とともに言及さ
れ論じられているが、『星の王子さま』の中でこれが出てくるのは、王子が実業家の星を訪ねた折に交わ
した会話である。王子が「5 億ってなーに？」と尋ねたのに対して、相手の実業家が次のように応えてい
るところである。
「あれ？　まだそこにいたの？　5 億百 ... 万って何だっけかな？　忘れたよ。
たくさん仕事があるからね。それに、わしゃまじめなんじゃ。下らんおしゃべりに付き合っている暇
なんぞないわ！　ええと、２と５を足すと７...」8）
この話の中で、2 ヵ所、3 点リーダーが使われているが、最初の 3 点リーダーの用法は分かりやすい例
である。なぜなら、話者自身が「忘れたよ」9）といっている通り、記憶の欠落を表す符号としてよく使わ
れる用法だからである。これに対して、最後の捨て台詞のような発言の「2 と 5 を足すと７」の後に打た
れた 3 点リーダーは、明らかにこの男の属性証明といった物言いで、読者にとってこの後、例えば「7 と
９を足すと 16...」など、延々と書かれても煩わしいだけでなく興ざめしてしまう。書き手と読み手との
間に暗黙の了解が成立するなら省略するのが当然であろう。だから、この用法は、『概論』の説明に適っ
た省略用法といえるだろう。
さらに、同じ用法で使われている見やすい例をもうひとつ取り上げておこう。４章に出てくるが、それ
まで行間に隠れていた作者本人がしゃしゃり出て、思いのたけを大人に毒づいているといった章である。
その中で、語り手の「わたし」が本当はこんな本を書きたかったとして、おとぎ話の書き出しを持ち出す
ところがあるが、その最後が次のようにこの符号で終わっているのである。次の例も省略の３点リーダー
の用法としては頻度の高いものである。
「むかしむかし、あるところに王子さまがおりました。王子さまの住む星は、王子さまと同じくらい
小さな星でした。王子さまは友だちがほしいと思っておりました ...」10）
これは、決まりきったおとぎ話のパターンを語り手が活用しているだけなので、その点では語り手もそ
して読み手もこのあとのことの想いは同じで、内容に多少の違いはあるとしても、「そこで、王子さまは
自分の住む星をでて、旅に出ることにしました。...」など、といった言葉でつないでいくことになるはず
である。作者は、そしてその分身の語り手も読者の常識をふまえ、それをここで応用したもので、誰でも
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分かるという点では『概論』に入るのは当然といえる。
さらに、用法に関して、もうひとつこんな例も挙げておくべきだろう。それは、「未決着の用法」、ある
いは「不決断の用法」といえる用法である。この物語であげるとすれば、そう数はないが典型的な例が次
の文である。その例は 10 章にあり、王子が、王さまの住んでいる星を訪ねて交わす会話の中に出てくる。
王さまの住む国に滞在していて、少々うんざりしてきたのでその旨を伝えると、それを引き止めるために
王さまが王子に次のようにいう場面である。王子の「どんな大臣ですか？」との問いに、王さまは、「大
臣にしてやる」と出まかせを言ってしまったので、その発言を取りつくろおうとして発する言葉である。
しかし、王さまの頭にはすぐ大臣の役職名は浮かんでこない。彼にとっては、しばし思案の時間が必要で、
この符号はそのわずかな時間を語っているのである。つまり、はっきりいえない、突然のことなので即答
できない、そういった思いがこの符号の使用になったのである。
« Ministre de quoi? »
「どんな大臣ですか？」
 «  De... de la Justice! »11）
「うぅ ... 法務大臣だ！」
拙訳は小論の文脈に合うようにしてあるのでたどたどしいが、王さまに感情移入して訳せばこんなとこ
ろであろう。出だしは戸惑う気持ちを表すとともに、いろいろな大臣名が脳裏を去来していて、王子に「ど
んな大臣ですか？」ときかれる。突然言われてもすぐ思いつくものでもなく、それに命令するのが商売の
王さまにとっては不慣れなため、あわてて答えを探していたところである。そこを、この符号が代弁した
のである。日常会話ならよくある光景で、例えば、話をしていて、言葉に詰まった人がひとまず口に出す、
方便としての用法と言うところであろう。ただ、この場合、前置詞 de の繰り返しは、間をおいての繰り
返しであって、決断できない時間を表している。日常よく耳にする je の繰り返しとは違い立て続けに言
う je の繰り返しは同じ思案でも能動的な意味をもつが、de と次の de の間は受動的で、従って、答えが
みつかれば、この例のように「法務大臣だ！」といって話は終わるのである。だから、ここでの用法は、
この符号の語源になっている「未決着・不決断」といった、王さまの心の宙づり状態を表すために打たれ
ているといえる。
以上、3 点リーダーとしては、一般的で頻度の高い用法を中心に『星の王子さま』で使われている用法
を取り上げてきたが、最後に、文や語を省略した用法を取り上げ、その用法の中身を論じておきたい。次
の文は、そんな用法を代表するような例で、21 章の最後のところに出てくる。さて、何かと特別扱いさ
れる 21 章だが , この２つの文もこの物語ではキーフレーズになるほど重要な文で、それゆえ、王子は、
キツネの言葉を感慨をこめて繰り返し詠嘆しているのである。
「時間をかけて世話したからこそ ...」
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「ぼくはぼくのバラに責任がある ...」12）
王子はこれら２つの文を繰り返しているが、この繰り返しによって王子はバラの姿を思い浮かべ、その
とき王子の心はバラのそばにいるのである。そして、このキツネの言葉を通じてバラに対する責任を持つ
ことでバラの本当の価値が分かったとき、王子はこの地上から消えバラのそばに帰るのである。そう考え
ると、ここで使われる３点リーダーの用法は、意味を強め余韻を残す、そして、バラを思い浮かべて余情
に浸るといった内容を持っ用法で、余韻を後に残し深い想いを込めた感情的用法といえる。
ここまでは、３点リーダーが文末に来ている例だけを取り出し論じた。もちろん、この符号だけで 226
もあるのだから、ここで扱ったのはそのごく一部に過ぎない。しかし、取り上げた例はこの符号の主たる
用法で作品読解には無視できない用法といえる。
　
　　　　　　　　　　　
（3）併用符号！ ... と  ?...
以上、この作品における３点リーダーの用法の主なものを論じたので、この符号はこれで終りとしたい
のだが、そうできないのがこの符号の厄介なところである。もちろん、３点リーダーが多く使われている
作品に言えることではあるが、『星の王子さま』も例外ではなく、この符号は形を変え品を変え、いろい
ろな所に特殊な例として登場している。とはいえ、それらは、数的には幾つもあるわけではなく、この物
語の中では６ヵ所で使われているだけである。ただし、今まで扱った用法のように、これだけで使われて
いる３点リーダーと違って、他の符号と一緒に使われているものである。この符号、決まった言い方がな
いので、ここではひとまず併用符号と呼んでおくことにする。この物語で併用されているのは感嘆符と疑
問符だけである。つまり、感嘆符の後に３点リーダーが来るもの（！ ...）と、疑問符の後にこの符号が来
るもの（？ ...）、この２つである。
この物語の中で最初に読者が感嘆符と併用される３点リーダーに出会うのは３章においてである。語り
手の「わたし」から、彼が空から降ってきたと聞かされ王子が驚きの声を上げるところである。
　　　　　
――　Ah! ça c’est drôle!... »13）
「はぁ―！そいつはおかしいや！ ...」
この符号の解釈に関しては、文脈の中からこれといった決め手になるような文あるいは語句を探し出す
ことは難しい。筆者が、こうだ、と断定したとしたらそれに見合う証拠が必要になるが、そんな箇所がな
い場合は恣意的な解釈になってしまう。そこで、『概論』や、その他の用語法辞典に依拠しながら、この
場面で使われている併用符号の用法を解釈するとすれば、この符合は、強意の驚きを表しているといえる。
あえて３点リーダーのみを符号化するとすれば、（!!!!）といったものになるか、あるいは、驚きの時間を
記号化した、いわゆる間を表しているか、驚きのあとの発言者の心に残る余韻を表しているといった平凡
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な解釈になろう。例えば、この解釈を記号をつけず言語化するとしたら、おそらく次のように書き換える
ことができるであろう。
「へぇー、そうなんだ。そいつはまったくおかしいや」
次に、感嘆符と一緒に使われている例があと１ヵ所あるので、そこでの用法を取り上げておきたい。そ
れも同じ用法として扱われているのだろうか。その例は物語も大詰めを迎えた 27 章にある。王子の星へ
の帰還というクライマックスも過ぎ去り、ひとり残された語り手の「わたし」が、感傷的に読者に、自分
の王子に対する切ない気持ちを吐露しているところである。「わたし」は、王子のその後のことが気にか
かりいろいろと想像し一喜一憂している。例えば、王子が花やひつじの世話をいつものようにしなかった
ら、幸福のシンボルである鈴はどうなるのか、と「わたし」は思う。
Alors les grelots se changent tous en larmes !...14）
「そうすると、鈴と言う鈴がひとつ残らず涙になってしまうんだ !...」
     
ここでは、「わたし」の思いはことごとく感傷的である。この感傷的な反応を見れば、このページ前後
の３点リーダーの頻度もさることながら、この符号が内容的にも情緒の重みを一手に引き受けているのが
分かる。つまり、感嘆符で示される情的なものが、余韻とともにこの３点リーダーによって増幅されてい
ると捉えるべきであろう。幸福を託された鈴たちの悲劇的変容、それもひとつでなくこの宇宙にある鈴が
いっせいに悲しみに変わっていくとき、「ひとつ残らず」と言う副詞は、それだけでも悲しみを大きなも
のに変えるのに余りあるが、そこに畳み掛けるように感嘆符を、そしてダメ押しをするように３点リーダ
ーを加えている。明らかに、この符号がつくことによって悲しみが深まることを想定して作者がつけた符
号だと解釈するのである。
次に、３点リーダーの特殊形であるもう一つの併用符号、疑問符と一緒に使われている例を取り上げて
おくことにしよう。この符号に関しては、物語の中に 2 ヵ所に出てくる。ひとつは、8 章の中ごろ、王子
とバラとのやり取りの中に出てくる。お互いけんか腰で、感情が顕わに出ている場面である。王子が優し
く世話をしてくれていることをいいことに、わがまま三昧のバラが王子に要求を出すところである。
« Ce　paravent ?... »15）
「あの風除けは ?...」
バラの言葉である。この要求は明らかに相手の返事を待っている状態である。従って、どうしたの、と
いった詰問の余韻を伝えているとも読めるし、あるいはバラの王子への無言の圧力、つまり、「ところで、
あの風除けは、あの？」といった疑問、要求を強調する符号とも読める。しかし、これといった断定を保
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証するほど明確な証拠は文脈にはない。それに比べもうひとつのこの符号の用法は明快である。なぜなら、
それを発したときの発話者の心理が地の文によって説明されているからである。では、それが実際どのよ
うになっているか文脈をたどりながら確認しておこう。それが出てくるのは、25 章の終わり近く、王子
が地球に降りた地点を確認し語り手がその日に触れて次のように言うところである。
 Et j’ajoutai , en hésitant :
« A　 cause, peut-être, de l’anniversaire?... »16）
それから、ぼくは遠慮がちに付け加えた。
「そう、その理由はね、おそらく、その日が記念の日だからじゃないかな？ ...」
ここに使われている疑問符と３点リーダーの併用されている用法は、前のこの付号の難解さに比べれば
曖昧なところもなく明快で、誰が読んでも誤解するところのない用法といえる。それと言うのも、この符
号をめぐっては文脈がその意味をしっかりと支えているからである。例えば、この疑問文は、すでにここ
まで読み進めている人にはよく知られているように、人の質問に答えない王子として説明してあるし、「わ
たし」が、それを誰よりもよく知っているとすれば、この疑問符は答えを期待していない疑問符としての
用法で、『概論』でもアントワンヌ・ブロダンの用例をあげて、no.23 に分類されている。さらに、この
疑問符を支えるように、そしてこの文のニュアンスをはっきり表すために、３点リーダーによってより明
確に、そのためらっている発話者の心模様を読者に伝えている。それを決定的にしているのが言葉を発し
たときの発話者の心理状態を説明しているところである。「ぼくは遠慮がちに付け加えた。」実に優しい「わ
たし」の気持ちの表出ではないだろうか。
そのような捉え方をしてこの物語を読んでいたら併用符号ではないが、同じ用法として使われている例
を見つけたので補完の例としてあげておきたい。じつは、ここでも、「遠慮がちに」といった説明的言辞
が加えられているからである。
それが出てくるのは 26 章の後半で、この旅によって教養を身につけ、さらに B.612 の星に残してきた
バラとの絆、バラに対する責任が分かった王子は、そのバラのそばに戻るために地球を離れることになる
が、そんな状況において出てくるのが次の例である。それは、王子の言葉として、この物語では最後に発
せられる言葉である。
　　
« Voilà... C’est tout... »
Il hésita encore un peu,puis il se releva.17）
「そう ...　これがすべて ...」
かれは、まだちょっと遠慮していたが、意を決して立ちあがった。
以上、小論３章では『星の王子さま』の中に出てくる３点リーダーが他の符号と併用して使われている
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ものを用例をあげて論じてきたが、最後に、３点リーダーが文頭に出てくる例をやはり特殊な符号と考え
論じておこう。これもまた『概論』に分類されているところを見ると使用頻度が高い用法なのか、あるい
は用例が見つけやすいのか『概論』では no.16 として取り上げられている。
その箇所は 26 章の冒頭部分、王子とヘビが言葉のやり取りをしているところにある。語り手には聞こ
えないが、王子とヘビは王子が降りた地点に関して議論している。そして、王子がヘビに命令するのであ
る。少し長いが引用しておきたい。
« Si! Si! c’est bien le jour,mais ce n’est pas ici l’endroit... »
 Je poursuivis ma marche vers  le mur. Je ne voyais ni n’entendais troujours personne.Pourtant  le 
petit prince répliqua de nouveau :
«...Bien sûr.Tu verras où commence ma trace dans le sable.tu n’as qu’à m’y attendre. J’y serai cette 
nuit. »18）
「いいんだよ、日にちはたしかに今日だよ、だけど、場所はここじゃないよ ...」
わたしは、壁に向かって進んだ。でも、いぜん誰も見えず、人の声もしなかった。けれど、また、王
子が答えた。
「... そうさ、だから、砂にあるぼくの足跡が、どこから始まっているか見ておいてよ。そして、そこ
で待っていてくれればいいさ。今晩、必ず、そこに行くから」
これで分かる通り、王子が地球に降り立った場所に関して両者の見解は分かれている。それに対して、
王子がイニシアティブを取ってヘビに指図しているのである。もちろん、この符号がどのように使われて
いるか読み進めていけば明らかである。この用法、『概論』では no.17 に分類され、中断された話題が３
点リーダーによってつながる、そんな用法として使われているのである。つまり、王子は「いいんだよ、
日にちはたしかに今日だよ、だけど、場所はここじゃないよ ...」、といって黙ってしまうが、しばらく間
をおいて、自分の思いをヘビに伝えているのである。たしかに、発言冒頭の３点リーダーは、王子の沈黙
を表しているのではなく、ヘビの言葉を王子が斟酌していることを示していると取れなくもないが、しか
しヘビが何を言ったか分からない以上それはあくまで推測に過ぎない。とすれば、ここは引用文にある、
「（...）場所はここじゃないよ ...」から続いている発言と解釈するのが自然だろう。だから、このように解
釈した上でここでの用法をまとめるとすれば、「文頭や段落冒頭において、前文・前段からの話題や時間
的経過などを、唐突でないように見せる」19）ために打たれているといえる。いずれにせよこの用法は、『概
論』で見る限り、一般的にはよく使われている用法といえる。
以上、ここまで、３点リーダーの用法として一般によく使われているもの、つまり頻度の高いものおよ
び、『星の王子さま』においては 2、3 回といった頻度の低いものを中心に論じてきたが、後者の併用符
号に関して言えば、この符号の特殊性からいって必ずしも小論の解釈だけでは無理なものもあったと認め
ざるを得ない。しかし、こういったあいまいさがたまらない、そういった無言、沈黙の深さこそ文学の醍
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醐味といえるのではないだろうか。だから、これから論じようとしている３点リーダーの用法も、読みの
「旨み」が出せるひとつの例といえよう。
（4）３点リーダーのリンク効果
何度言っても言い過ぎることはないだろう。この３点リーダーと言う句読点、その属性は、とにかく曖
昧で感情的で情の深い符号なのである。それをどう使うか、それをどう読み解くか、いずれにしてもこの
符号に合理性がない以上、開かれた記号として辞書などでは波形符号などと一緒にして読み解くしかない。
そんなところが、この符号に対して賛否両論を巻き起こすところなのであろう。
それではこれから、最後の謎に取り組むことにしたい。それは、この小論のきっかけになった謎とも言
えるもので、章の最後の文が３点リーダーで終わっているところが多すぎるのではないか、と言う疑問で
ある。それは最後のエピローグを入れて 7 ヵ所に及んでいる。素朴な疑問といえば言えるのだが、作者
はなぜ章の最後をピリオドにしないで、つなぎの符号を打って終わりにしているのか、大いに疑問になる
ところである。
そのような疑問を解くために、初めに、その箇所を必要最少限にまとめて引用し、原文と拙訳を物語に
沿って取り上げておくことにしたい。そしてそこに、どんなメッセージが含まれているのか、できればそ
れを明らかにしたい。なお、テキストとして小論は、プレイヤード版『サン＝テグジュペリ全集』を使用
しているので、記号・符号に関してはフォリオ版などと比べ多少の異同があることをお断りしておきたい。
また、カッコ内の数字はそれぞれの章番号である。
（1）Et la grande personne était bien contente de connaître un homme aussi  raisonable...20）
「すると、その大人の人は、じつにもの分かりのいい人と知り合いになれて嬉しい、と言う風で
した ...」
（3）Et, avec un peu de mélamcolie,peut-être, il ajouta : « Droit devant soi on ne peut pas aller bien 
loin ... »21）
「まっすぐ歩いていっても、そんなに遠くにはいけないんだ ...」
（9）Car elle ne voulait pas qu’il la vît pleurer. C’était une fleur tellement orgueilleuse...22）
「それと言うのも、花は泣いているところを王子に見られたくなかったからです。本当にプライ
ドの高い花でしたから ...」
（19）Chez moi j’avais une fleur : elle parlait toujours la première... »23）
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「ぼくのところには花が咲いていて、話を切り出すのはいつも花のほうでした ...」
（23） « Moi,se dit  le petit prince, si  j’avais cinquante-trois minutes à dépenser,  je marcherais  tout 
doucement... »24）
「ぼくに、と王子はつぶやきました、使える時間が 53 分あったら、泉の方へゆっくりゆっくり
歩いていくのになぁ ...」
（25）Mais je n’étais pas assuré. Je me souvenais du renard. On risque de pleurer un peu si l’on s’est 
laissé apprivoiser...25）
「でも、ぼくはちょっぴり不安でした。キツネのことを思い出したからです。他の誰かに飼い馴
らされていると思うと、涙がこぼれて来そうなのです ...」
そして , 最後はエピローグからの引用である。
Ne me laissez pas tellement triste : écrivez-moi vite qu’il est revenu... 26）
「ぼくをあんまり悲しませないで。だから姿を見かけたら、王子が戻ってきたよってすぐ知らせ
て下さい ...」
以上が、章の最後が 3 点リーダーでおわっている６ヵ所とエピローグからの引用である。これから各
章の３点リーダーについて論じることにするが、その前に、まず、この７つについて文脈と関連させなが
らざっと見ておきたい。まず言えることは小論で前に論じたように、余韻や余情と言った発話者の気持ち
や感情をこの符号に語らせているところが随所に見られること、そして、こと改まって３点リーダーを使
わなくてもピリオドを打っておけば済むのではないか、と考えられるところが見うけられることである。
しかし、それは筆者の印象であって、作者が打ったのは終止符ではなく次につなげる働きを持つ符号な
のである。だから、そのことをふまえ、作品構造の中に分け入ってその意味と用法を探っていかねばなら
ない。それには、この引用文だけでは判断できないので、多少煩雑になるが文脈に従い物語の流れに沿っ
て論を進めて行きたい。
最初は、１章にある３点リーダーだが、この符号の読みはそれほど難解なものではない。つまり、ここ
はこの物語の語り手である「わたし」の大人に対する批判である。大人に愛想をつかしたものの、「わたし」
は、嘘も方便で理に適ったところをみせ彼らに合わせて大人を喜ばせている。しかし、本音を言えば、皮
肉や批判を含めて言いたいことは山ほどある、と言う気持ちをこの符号が代弁している。この用法は、用
法としては頻度の一番高いもので分かりやすい用例といえよう。ピリオドのように完結していないので、
次に繋がる要素を含んでいる符号として捉えられるのではないか。それは、この１章の３点リーダーにだ
け言えることではなく、実は、次の３章にある符号にも言えることなのである。
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そこで、文脈をたどってみると、１章および３章とも次の章、つまり、２章、27）４章、28）を見ると、
それぞれの冒頭の文につなぎの言葉として「このように」を表す副詞 ainsi が使われている。これは何を
意味しているかと言うと、この副詞は開かれた３点リーダーに呼応し、つなぎの３点リーダーを補完し、
章と章との結びつきを強固にする符号として扱われているようである。
さて、物語はこのあと語り手である「わたし」が王子と出会い、２人で物語を織っていくのであるが、
この後、章の最後に３点リーダーが出てくるのは物語も進んだ９章のところである。この章の終わりは引
用の通りなのだが、これから王子は自分の住む星を離れ旅に出るといったもので、この物語ではひとつの
山場である。しかし、ここに打たれている３点リーダーをつなぎ符号と読むには無理があるようである。
もちろん、開いた符号として読者の心理を次章に繋ぎ止めるという機能は果たしてはいるものの、この符
号によって１０章に大きな変化が出ているわけでもないし、この符号に対応した言葉も見当たらない。
そしてこのあと、９章を境にして、この符号が章の最後にくるところはしばらくはないが、バラに対す
る悪感情を抱きながら、王子は教養小説の主人公のようにさまざまな体験をする。つまり、６つの星をめ
ぐり、いろいろなタイプの人に出会い、たくさんのことを学び、少しずつ内的に変貌を遂げて行くのであ
る。こうして、星に残してきた「ぼくのバラ」に対する王子の感情も徐々にほぐれ、バラに対するその感
情が逆に愛情になったところでこの符号が使われているのである。だからこの符号の中には王子のバラへ
の思いがたっぷり含まれているといえる。それが 19 章の符号の持つ意味であるが、この王子の気分、感
情を考えれば、ここで３点リーダーが使われているのは当然のことである。しかし、それがこの後にどれ
ほど影響を与えているかといえばほとんど影響はない。つまり、ここでの用法は一般的な用法のひとつで、
情緒深くして余韻を残し、それが情的に後に繋がって行くというだけでそれ以外メッセージ性はないよう
である。
ところが、24 章にはいるとこの符号が見違えるように働き始める。章と章とを内的に結びつけ、ある
方向へと読者を誘導していくように使われている。ただし、これから論じる３点リーダーの用法は、『概論』
の 27 ある分類のどこにもないきわめて特殊な用法である。それは、作者がこの符号の全能性を知って有
効に使った、と考えられる用法ともいえるが、それ自身きわめてフィクション性の高い用法といっていい
だろう。つまりこの用法は、『星の王子さま』と言う物語の構造に深く依存しているので、その構造を読
解することで初めてその存在が見えてくるものである。そこにこの用法のブラックホール的要素があると
いえる。ただし、すべての章がこの符号で繋がっているわけではないことを考えれば、どこまでがこの符
号のリンク効果といえるか心もとない。そこで、リンク効果の実体を明らかにするために 23 章まで遡っ
て３点リーダーとそのリンク効果を確認しておきたい。
では、なぜ 23 章なのか。それは、この章にその効果の謎を説くような鍵と符号があるからである。つ
まり、王子の発言に使われている条件法の使用と３点リーダーとの関連である。ここでの条件法の使用は、
単に、未来に対する可能性を示すために、つなぎとして機能しているといえる。つまり作者は、ここに開
かれたつなぎの３点リーダーを打つことによって、そこを回路にして水のある方向を示し、そして、泉の
水の存在を願っている王子と共に「わたし」を可能性の段階から現実の道へと導いている。
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「そして、こんな歩き方をしながら、ぼくは夜が明けるころ井戸を見つけたのである」29）
ここで初めて、２人の心のアンサンブルは結実したといえる。王子が泉を望み、友人は井戸を発見する。
２人の心の絆は固く結ばれ、喉の渇きから２人は解放されたのである。ところが、「わたし」が水を発見
する前に王子は水に関して暗示的な言葉　――それを聞いている「わたし」にも分からない謎の言葉を残
している。
                   
 « L’eau peut aussi être bonne pour le cœur... »30）
「水は、心にもよいものだ ...」
この言葉が事実であるのはもちろんだが、それは同時に比喩でもある。「わたし」がそのことに気づく
のは 26 章になってからである。しかし、彼は、井戸を発見するまでは水に囚われているので王子の言葉
の真意がつかめない。それが実感できるのは井戸を発見した後である。つまり、水の発見によってようや
く喉の渇きといった身体的苦痛から解放された「わたし」であったが、その幸いが次の不幸の序章になる
のである。一時の安逸、それもつかの間「わたし」はすぐ次の試練に見舞われる。今度は友を失うという
精神的な渇きに直面することになるが、この主題は最後まで続いていくことになる。もちろん、発見し
た水は大切なもの、生命の源には違いないが、かといって水が友人の代わりになるはずもなく、「わたし」
は友を失うといった心の渇きにしばらくは耐えていかなければならない。この「わたし」の状況に風穴を
開けるのがエピローグの最後に打たれた３点リーダーなのである。もし、ここが３点リーダーではなく、
くぎり符号のピリオドであればこの精神的苦痛は続き、棘として心に刺さり、「わたし」は不幸のまま人
生を終えなければならない。
しかし、作者は最後をピリオドにせず、３点リーダーによって幕を上げたままにしている。それによっ
てこの後も物語は続き、「その後の王子」も、「それからのわたし」も存在していくことになるのである。
こうして、エピローグの最後の最後に点３つが打たれたことによって「わたし」の望みは繋がり、夢は現
実になり実現に向けその一歩を踏み出すことになるのである。物語は「いつかはきっと王子と ...」といっ
た「わたし」の可能性へと展開する。この読みからすれば、最後の符号の持つ重みは他の３点リーダーと
は比較にならないほど重いといえる。それは、今まで論じてきたようにこの符号が物語全体を支配してい
る符号だからである。
そして、この符号の連結の力によって終わりの初めがやってくる。つまり、物語は、振り出しに戻るこ
とになる。こうして「わたし」の望みはかない、期待通り王子が戻ってきたことを知るのである。もちろ
ん、王子が戻ってきたことを知るだけでは、時間はそのまま一直線に進み「わたし」の心配、不安、そし
て何より心の渇きは癒されることはない。「わたし」が現実に王子に会い、本人であることを確認しなけ
れば本当の解決にはならないのである。そこで、こういった問題を一挙に解決してくれるのが３点リーダ
ーである。前にあげた、エピローグの引用を確認してみよう。その最後には「（...）彼は戻った ...」31）と
『星の王子さま』再論

３つの点があり、地球への王子帰還を確信するようにそれを複合過去形で表現し、その事実とその後の２
章のあのシーンを最後の「…」が連結しているのだ。この連結の立役者こそ３点リーダーの特殊な、と言
うより、この作品のこの状況だからこそ成り立つといった稀有な用法といえる。
ここまでくればこの符号の用法は誰の眼にも明らかであろう。この用法は終りの初めを演出し、つなぎ
符号として終りと初めを結びつけ、『星の王子さま』を終わることのない円環構造を持った作品にしてい
るのである。だから作者が、そのことを意識せず作品の最後の最後をこの符号で閉じたとしても、その事
実だけでもわれわれが抱いたような仮説を成立させるには十分といってよいのではなかろうか。それ程に、
この最後に打たれた３点リーダーの重要性は高いといわざるを得ない。
つまり、結果だけを見れば、「わたし」のやることなすことすべてうまくいったといえる。砂漠に墜落し、
汗まみれ油まみれで修理し、最後の一滴の水も飲み干し、喉も渇ききってしまった。そして、もう駄目か
と思ったら水を発見し、次に王子を失うといった心の渇きに襲われた、と思ったら今度は３点リーダーの
助けが入り、こうして「わたし」と王子との再会が実現する。この発見と出会いによって彼は、「水が心
にもいい」ということばかりではなく、その裏に隠されている比喩「王子は心にもいい」ということもし
みじみ分かるはずである。こうして、この物語は振り出しに戻り、「わたし」は望み通りサハラ砂漠のあ
の場所で王子との再会を果たすことになるのだ。例のあの、「ね ... ヒツジの絵をかいて！」と言う言葉を
聞ききながら ......。
（5）おわりに
以上論じてきたように、王子の第一声ではじまった２人の出会いだが、ここに来て、物語は終りの始ま
りとして振り出しに戻ったのである。丸い環のような金色のヘビを象徴にしてこの物語も円環を描き、同
じ場所で王子と再会ができるわけだから語り手の「わたし」にとっては幸いかもしれないが、それに付き
合わされる読者にとっては、あたかも３章の王子の言葉にあるように、小さく丸い小惑星をまっすぐ歩い
ていくような宇宙感覚にも似た体験をすることになるはずである。これが、この物語の最後に置かれた３
点リーダーの用法であり、どこまでも無限に広がる宇宙のようにすべてを包み込むこの符号の本来の姿を
映し出している。逆に、そんな符号の無限定的性格が、詩人ポール・クローデルらに毛嫌いされた理由に
なっているのであろう。
それにしても３点リーダーは面白い符号である。今まで論じたのはこの符号のほんの一部であるが、こ
れだけでもなんでもあり、と言うことが分かる。しかし、その自由さに溺れてはいけない。そしてそれに
溺れなかったのが『星の王子さま』の作者なのではあるまいか。いや、それどころか、じゃじゃ馬馴らし
よろしく、その符号のマイナス面をよく知りその性格をプラスに転化したのがこの物語の作者といえよう。
つまり、この物語をざっと見れば分かるように、作者は、この符号の持つ自由と言う弱点をよく乗りこな
し、手綱を操り、最後に３点リーダーを打つまで手綱を緩めなかったのである。
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つまるところ、作者は、この符号を使うことによってこの符号に言語化できない感情の過不足を代弁さ
せ、しかも、作品構成のつなぎの部分にも活用するといった離れ業をやってのけ、この作品が抱える絆の
創造といった重いテーマを視覚化したのである。
その例を、最後にひとつだけ取り出すとしたら、ここはやはり apprivoiser32）と言う動詞を持ち出さね
ばなるまい。それって何なの？ ..., と思わせるほど多くの訳が付けられているが、そこは内藤濯先生に敬
意を表し、さしあたり「飼いならす」33）という訳語を当てておこう。サン＝テグジュペリはこの本義に
加えて「絆を創る」といった新義を加えている。じつは、遠く隔たっているようだが、この新義こそ３点
リーダーによって符号化されたもので、この符号によって物語の句と句を結び、章と章を結び、その延長
として作品全体を鉄の鎖のようにひとつの輪として視覚的に仕上げているのである。著者に取ってこの符
号は、『星の王子さま』の絆を表す視覚的表象としてきわめて特殊な、そしてきわめて重要な句読点にな
っているといえる。つまり、３点リーダーとは、沈黙によって多くのことを語ることのできる符号なので
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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